
編成に当たっての考え方 

 

 

１ 区財政を取り巻く状況～引き続き厳しい財政運営を予測～ 

我が国の経済情勢は、政府の経済対策により景気は緩やかな回復基調にあるとされて

います。しかし、昨年４月の消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動減等により個人

消費や生産に弱さが見られます。加えて、不安定な海外情勢等、下振れリスクもあるこ

とから、景気の先行きは予断を許しません。 

区の平成 25年度普通会計決算における経常収支比率は 86.2％であり、前年度に比べ

て 3.6ポイント改善したものの、依然として適正水準を越えています。今後も、少子高

齢化の進展により、社会保障関係経費の増加は不可避です。一方、区の基幹的歳入であ

る特別区財政調整交付金は、その原資である法人住民税の一部国税化等により平成 27

年度以降大きな影響を受けることは避けられません。したがって、引き続き厳しい財政

運営を強いられると予測されます。 

 

２ 区政運営の新しいビジョンの実現に向けて重点化 

区は昨年 12 月、今後の区政運営の羅針盤となる「(仮称）区政運営の新しいビジョ

ン」（以下「ビジョン」という）の素案を公表しました。ビジョンでは、主要な施策の

方向性を示したうえで、平成 27年度からの５か年に取り組む基軸プロジェクトとして

18の戦略計画を掲げています。本年３月に策定する本ビジョンの実現に向けた取組が、

平成 27年度からスタートします。  

そこで、平成 27 年度当初予算編成にあたっては、引き続き厳しい財政運営が見込ま

れる中、ビジョンに掲げる戦略計画の推進を最優先とすることとしました。初年度に直

ちに着手すべき課題はすべて予算化しました。また、中長期的な視点をもって取り組む

課題は具体化に向けて検討を進化させることができるよう、事業手法等を含め精査のう

え予算化しました。さらに、子ども・子育て支援新制度や介護保険制度の改正なども踏

まえた国・都の財源の活用、社会資本形成に資する事業における起債の活用など、財源

の確保と後年度負担に十分留意しつつ、区の実情に即した事業展開が図れるよう工夫し

ました。 

一方、持続可能な財政運営を堅持する観点から、枠配分予算における１％のマイナス

シーリングを実施し、改めて事業の必要性や財政的効果の把握に留意するなど、事業の

精査を行いました。 

 

平成 27 年度一般会計予算額 2,445 億 9,718 万円 
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(仮称)区政運営の新しいビジョン戦略計画関連予算 

 

 

ビジョンでは、５つの施策の柱のもとに 18 の戦略計画を位置付けています。平成

27年度予算における戦略計画の経費は以下の通りです。 

 

Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援 

（新規・充実予算 37 億 3,200 万円） 

 

在宅子育て家庭へのきめ細かい支援を行う新規事業や、幼稚園の預かり保育を拡大

する「練馬こども園」の創設、保育所の誘致など、多様な教育・保育ニーズに応える

環境を整えます。 

【計画１】家庭での子育てを応援      〔1億 2,000万円〕 

【計画２】「練馬こども園」の創設      〔8億 9,500万円〕 

【計画３】すべての小学生を対象に放課後の居場所づくり      〔3,000万円〕 

【計画４】子どもたち一人ひとりに質の高い教育を   〔26億 8,700万円〕 

 

Ⅱ 安心して生活できる福祉・医療の充実 

（新規・充実予算 7 億 4,000 万円） 

 

高齢者や障害者などだれもが安心して地域で生活できるようにするため、関係機関

との連携や社会資源の活用を進めながら、人材の配置・育成、施設整備、在宅生活を

支えるサービスを組み合わせて利用できる区独自の新たな生活支援事業の提供など、

一人ひとりに応じた支援を行います。 

【計画５】高齢者地域包括ケアシステムの確立     〔6億 300万円〕 

【計画６】障害者の地域生活を支援         〔9,300万円〕 

【計画７】病床の確保と在宅療養ネットワークの構築       〔2,200万円〕 

【計画８】つながり、見守る地域づくり        〔2,200万円〕 

 

 

 

 

 

 

 

3



Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備 

（新規・充実予算 71 億 3,900 万円） 

 

地下鉄大江戸線の延伸や外環の２の整備、西武新宿線の立体化、建築物の安全対策、

都市型水害対策など、練馬区の都市基盤上の課題の解決に向けて、国や都と連携しな

がら事業を促進します。 

【計画９】鉄道、道路などインフラの整備        〔24億  600万円〕 

【計画 10】災害に強い安全なまちづくり    〔46億 6,800万円〕 

【計画 11】地域生活を支える駅周辺のまちづくり          〔3,200万円〕 

【計画 12】住宅都市にふさわしい自立分散型エネルギー社会へ    〔3,300万円〕 

 

Ⅳ 練馬区の魅力を楽しめるまちづくり 

（新規・充実予算 16 億 8,700 万円） 

 

農地やみどりの豊かさ、特色ある商店など、練馬区の魅力をさらに高めるための取

組を推進します。 

【計画 13】地域特性を活かした企業支援と商店街の魅力づくり  〔5,200万円〕 

【計画 14】農の活きるまち練馬        〔4,300万円〕 

【計画 15】みどりあふれるまちづくり          〔8億 1,500万円〕 

【計画 16】風を感じながら巡るみどりのまち    〔7億 7,000万円〕 

【計画 17】練馬城址公園をにぎわいの拠点に         〔 700万円〕 

 

Ⅴ 新たな区政の創造 

（新規・充実予算 100 万円） 

 

区政改革の取組を具体化するため、仮称区政改革計画の策定に向けた検討を進めます。 

【計画 18】新しい成熟都市に向けた区政の創造      〔100万円〕 

 

 

（仮称）区政運営の新しいビジョン戦略計画関連予算 

132億 9,900万円 
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